
 

一行詩集 ねこがいる幸せ 

 
川口幸宏 

 

 
 

ネコが すっかり身を落ち着けると 家の中ではご主人様。 
 
紐一本と 栓一つが このかわいいドラゴンを たっぷりと楽しませてくれる。 
 
しっかりと、たっぷりと、 丹念に ネコは 体を舐めて身繕い。 
 
ネコが 頑固なのではなく、 人間どもが なにも分かっていないのさ。 
 
ネコは 隠れても、 すぐ 分かってしまったり、 わざと分かるように。 
 
気分次第で、 ネコは 「ヴィロードの足」になったり、 「鋭い足」になったり。 
 
ネコの夢、 それは夢を見ること とても暖かいところで、 繰り返し繰り返し。 
 
ネコは 詩人と 詩人のひらめきの仲間。 
 
ネコはいつも 飢えている 何かほしいと。 
 
ネコは 道連れ 私たちの幸せ。 
 
羽布団のような体から 漏れてくる ゴロゴロは 止められるのに 先手を打つ主張。 
 



もし あなたがたが ご自分のネコを 愛するのなら、 もっと考えましょう ネコの

寝床について ネコの嗅覚は とても気むずかしいのです。 
 
ネコは友だち きまぐれな でも誠実な。 
 
ネコが 仕事に取りかかることと言えば 小さなノネズミを 捕まえること。 
 
なんとすてきなことか みんな ネコなら 目覚めて ノビをしたり アクビをしたり。 
 
ネコは とっても グルメ。 だから 食い道楽の ところへ 押しかけてきます。 
 
赤ちゃんネコが ぜったいに 大きくならなければいいのに 
 
ネコは おとなしい振りをする。 信頼し 同時に警戒する。 
 
「小さな玉」に 体を丸めるネコは 大はしゃぎを始める ネコ。 
 
ネコに触っては いけません 引き合わせが 済まない うちには。 
 
ネコの まなざしの中には、 この上ない ちゃめっけがある。 
 
ネコは 機嫌が いい。 とくに 彼が 自分の顔の 上で その足を動かすとき。 
 
ネコの夢、 それは私たちにとって 真冬の 太陽。 
 
爪が 引っ込んでいるのは 安らぎの あかし。 
 
ネコは 「とってもかわいい」 ただ一つ問題なのは 彼がそのことを知っていること。 
 
いけません ネコが 寝ているのを 起こしては。 彼は目しか 眠っていません。 
 
自分のネコが 好きな 人は 我が家が好き。 
 
ネコは９つの生き方をすると 言われる。 ネコは 私たちに 限りない姿を示すのだ。 
 
腕の冴え おねだりのため、 舌の冴え 味見のため。 



 
ネコは 孤独が好き 飼い主 しか 受け入れない。 
 
ネコは 最良の 仲間、 でも、とても 気まぐれな 友だち。 
 
紐一本と 小さな棒きれ一つあれば 十分です ぐるぐる回るのに。 
 
ネコが私たちに教える 従うことを。その逆ではない。 
 
彼を忘れよう ３０分間 そうすれば彼はあなたに背を向ける ４５分間！ 
 
家の中の 本当のご主人様、 それはネコである。 
 
ネコは 高慢ちき ではない、 ネコは誇り高いのである。 
 
自分のネコを 失ってしまったら、 最良の友を なくしてしまう。 
 
ネコのバランス感覚は その長い ひげの中に 潜んでいる。 だからネコは ひげを

大切にする。 
 
冬のつやを引き出すために ブラシをかけるとき 耳を傾ける ネコの ゴロゴロ

に・・・。 
 
分かってもらおうと するために、 みゃあみゃあ鳴くのに、 彼はいろんな 声色を

使う。 
 
ネコの 姿が 見えないと しても、あわてず、 落ち着き はらって じっと 耳を 

すまして みよう、 ネコの 規則正しい 息づかいに。 
 
抜け目のない ネコは 利口な ネコ。 
 
ネコが すり寄ってくると 人間どもは 何もかも 忘れてしまう。 
 
ネコはあなた方に ただただ 辛抱強く あることだけを 教えてくれる。 
 
ネコを 満足させようとするのなら ネコを愛撫するのに 数時間 費やさなければな



らない。 
 
時々は信じてもいいようです ネコが私たちの心を 読んでいるということを それほ

ど彼は 私たちの気分屋さんぶりに 気を払っているということ。 
 
ネコが 熱中する １５分の 間は、 ネコの通行の じゃまを しないように。 彼

は竜巻以上に 制御できない。 
 
ネコの 一日の すてきな 時の三回は 食事と、 昼寝と、 箱座り。 
 
どうして いつも 思うのだろう？ ネコが 私たちの 頭より高いところに 何かを

見つめていると。 
 
ネコは 舌の動きで感謝する。 自分で そう決めた 時だけ。 
 
どれが君のネコなのだと 言われれば、 ぼくは、君は誰なのと 君に言うだろう。 
 
ご注意を、 ネコは 自分のテリトリーを 大きな犠牲を払って守ります。 
 
すべてはネコの振る舞いに 歩調を合わせる。 
 
もし、仰向けになって 彼があなたに おなかを見せたら あなたは彼の友だち。 
 
ネコがいるところでは だから、生きていることの幸せを 感じるのです。 
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